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町や川をきれいにしよう !!町や川をきれいにしよう !!
町内の各学校では、毎年地域の清掃活動を行っています。町内の各学校では、毎年地域の清掃活動を行っています。
５月７日、小野中学校の生徒と小野新町小学校の児童が夏井川５月７日、小野中学校の生徒と小野新町小学校の児童が夏井川
の河川清掃を行いました。（関連記事P９）の河川清掃を行いました。（関連記事P９）



広報　おのまち　2

健
康
を
守
る
た
め
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う

健
康
を
守
る
た
め
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
!!!!

　

７
月
16
日
か
ら
24
日
ま
で
、
多
目
的
研
修
集
会
施
設
で
住
民

総
合
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
特
定
健
康
診
査
」と「
後
期
高
齢
者
健
診
」以
外
の
健
診
は
、

加
入
保
険
に
か
か
わ
ら
ず
対
象
年
齢
の
方
は
受
診
で
き
ま
す
。

　

健
診
の
受
診
録
等
は
７
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

お
手
元
に
届
か
な
い
方
で
受
診
を
希
望
す
る
場
合
や
ご
不
明

な
点
が
あ
る
場
合
は
、
健
康
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
治
療
中
の
方
は
、
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
職
場
等
で
同
じ
内
容
の
健
診
を
受
け
た
方
や
受
け
る
予
定
の

方
は
、
こ
の
健
診
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課　

☎
７
２
ー
６
９
３
４

〜
住
民
総
合
健
診
〜

〜
住
民
総
合
健
診
〜

住 民 総 合 健 診 日 程
受付時間：午前７時30分～９時30分
会　　場：多目的研修集会施設

実施日 対　象　行　政　区
７月16日（木） 仲町、小野赤沼、塩庭一区、塩庭二区

７月17日（金） 夏井、南田原井、湯沢

７月18日（土） 飯豊上、飯豊中、飯豊下、上羽出庭

７月19日（日） 反町、荒町、和名田

７月21日（火） 本町、横町、大八、中通

７月22日（水） 平舘、谷津作、菖蒲谷

７月23日（木） 浮金、小戸神、小野山神

７月24日（金） 雁股田、皮籠石、吉野辺

※指定日に都合が悪い方は、都合のよい日に受診
してください。

健(検)診区分・対象者・検査内容・負担額
健(検)診区分 対　象　者 内　　　　容 受診者負担額

特定健康診査 40歳～74歳の国民健康保険
に加入している方

問診、身体測定、医師の診察、血圧、コレステロー
ル、中性脂肪、肝機能、血糖、尿検査
※医師が必要と認めた場合、貧血・心電図・
眼底検査が追加されます。

1,000円

後期高齢者健診
75歳以上(65歳以上の一定の
障がいのある方）の後期高齢者
医療制度に加入している方

特定健康診査と同じ項目です。追加検査はあ
りません。 1,000円

生活機能評価健診　
（介護予防健診） 65歳以上の全ての住民の方

生活機能検査票、口腔内視診、関節可動域、嚥
下機能検査、血清アルブミン、身体計測、血圧、
貧血検査、心電図検査、医師の診察

無　料

30歳代の予防健診 30～39歳の全ての住民の方 特定健康診査に準じた血液検査 500円

肝炎ウイルス検診　
（Ｂ型・Ｃ型）

①40歳の方②41歳以上で過
去に肝機能異常を指摘され
た方③今まで受けたことが
ない方

血液検査 500円

結核検診 65歳以上の全ての住民の方 胸部レントゲン(肺がん検診と同じ内容です。) 無　料

肺がん検診

40歳以上の全ての住民の方 胸部レントゲン 500円

①50歳以上で喫煙指数※600
以上の方②６か月以内に血
痰のあった方

喀痰検査 500円

胃がん検診 40歳以上の全ての住民の方 胃透視 500円

大腸がん検診 40歳以上の全ての住民の方 便潜血検査 500円

前立腺がん検診 50歳以上の全ての住民の方 血液検査 500円

※喫煙指数（ブリンクマン指数）は、１日のタバコの喫煙本数×喫煙年数で計算した数値です。
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表彰式の様子（上）　除草作業の様子（下）整備された憩いの場

平
成
21
年
度
春
季
検
閲
式

　

４
月
26
日
、
町
民
体
育
館
に
お
い
て
平
成
21
年
度

小
野
町
消
防
団
春
季
検
閲
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
が
統
監
と
な
り
通
常
点
検
を
行
い
、
規
律
訓

練
で
は
各
分
団
の
日
頃
の
訓
練
の
成
果
が
披
露
さ
れ
、

規
律
訓
練
優
秀
に
よ
り
第
四
分
団
に
緑
川
杯
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　

式
上
、
退
職
さ
れ
た
元
消
防
団
幹
部
の
方
に
感
謝

状
を
贈
呈
し
、
消
防
庁
長
官
の
表
彰(
銀
杯)

を
伝
達

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
防
火
水
槽
敷
地
と
し
て
湯
沢
字
川
羽
内
地

内
の
貴
重
な
土
地
を
町
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
、
郡

司
隆
夫
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
も
第
１
回

目
の
作
業
と
し
て
、

５
月
10
日
午
前
６

時
か
ら
除
草
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

５
月
８
日
、
こ
ま
ち
み
ど
り
愛
護
会（
会
長

阿
部
君
江
さ
ん
）が
、
日
頃
の
道
路
愛
護
活
動

の
功
績
に
よ
り
、
福
島
県
中
・
県
南
・
会
津
地

区
国
道
協
議
会（
会
長
郡
山
市
長
）か
ら
道
路
愛

護
活
動
優
秀
団
体
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
小
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

の
景
観
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
で
緑
化
活
動
に
賛
同
さ
れ
た
方
々
に
よ

り
平
成
15
年
度
に
設
立
さ
れ
、
年
間
を
通
し
て

　

運
動
公
園
内
に「
憩
い
の
場
」を
整

備
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
・

高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
公
園
整
備
に
つ

い
て
要
望
が
あ
り
、
平
成
20
年
度
事

業
で
新
た
に
公
園
を
整
備
し
た
も
の

で
す
。

　

公
園
は
芝
生
が
敷
き
つ
め
ら
れ
て

お
り
、
初
夏
に
は
ま
る
で
緑
の
じ
ゅ

う
た
ん
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
周
り
は
小
野
町
の
花
で
あ

る
ツ
ツ
ジ
の
垣
根
を
整
備
し
景
観
に

配
慮
し
た
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
家
族
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

検閲式の様子

遊びに行こうよ♪
　   運動公園「憩いの場」

こまちみどり愛護会が
 道路愛護表彰を受賞 !!

●防火水槽敷地寄付感謝状贈呈 （敬称略）
郡司　隆夫 湯沢字川羽内地内防火水槽敷地

●退職消防団幹部感謝状贈呈 （敬称略）
階　　　級 氏　　　名 行　政　区

前訓練分団長 鹿島　一美 上 羽 出 庭
前第３分団長 宗像　良和 菖 蒲 谷
前第４分団長 村上富美男 飯 豊 上
前第７分団長 堺　　英夫 塩 庭 二 区
前第１分団５班長 先崎　武敏 大 八
前第３分団５班長 西牧　昌一 小 野 山 神
前第４分団２班長 国分　武巳 飯 豊 上
前第５分団１班長 宗像　裕也 吉 野 辺
前第７分団３班長 草野　英博 上 羽 出 庭
元第１分団２班長 橋本　雅重 横 町
元第３分団１班長 鈴木　清訓 小 野 赤 沼
元第３分団３班長 鈴木　　勲 雁 股 田
元第４分団３班長 塩田　幸弘 飯 豊 中
元第４分団５班長 大和田　篤 小 戸 神

●退職消防団消防庁長官表彰（銀杯）受賞 （敬称略）
階　　　級 氏　　　名 行　政　区

元第５分団長 鈴木　　健 浮 金
元第１分団副分団長 遠藤　和彦 仲 町
元第４分団３班長 今泉　隆之 飯 豊 中
元第４分団３班長 吉田　知由 飯 豊 中
元第４分団５班長 宗像　吉雄 小 戸 神
元第４分団５班長 郡司　勇貴 小 戸 神
元第７分団２班長 大竹　一二 塩 庭 二 区
元第６分団員 根本　一彦 南 田 原 井

●規律訓練表彰
優　勝（緑川杯） 第４分団
準優勝（吉沢杯） 第６分団
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中　
　

通　

櫛
田　

晃
祐（
新
任
）

 

〃 

鯨
岡　

康
仁（
新
任
）

　

平　
　

館　

西
山　

英
一（
再
任
）

 

〃 

郡
司
富
佐
子（
新
任
）

　

谷
津
作　

榊
原　

秀
子（
再
任
）

 

〃 

庭
瀬　

善
徳（
再
任
）

 

〃 

白
石　

安
信（
再
任
）

　

小
野
赤
沼　

草
野　

隆
行（
新
任
）

 

〃 

村
上
ひ
で
子（
新
任
）

　

菖
蒲
谷　

吉
田　

浩
祥（
新
任
）

 
〃 

宗
像
ヤ
エ
子（
新
任
）

　

雁
股
田　

荒
井　

利
夫（
新
任
）

 

〃 
小
野
さ
な
い（
新
任
）

　

皮
籠
石　

中
野　

喜
臣（
再
任
）

 

〃 

山
崎
美
智
子（
新
任
）

　

飯
豊
上　

塩
田　

正
雄（
再
任
）

 

〃 

大
千
里
一
男（
新
任
）

 

〃 

吉
田　

真
一（
再
任
）

　

飯
豊
中　

会
田　
　

一（
新
任
）

 

〃 

今
泉
あ
け
み（
新
任
）

　

飯
豊
下　

村
上　

敏
彦（
新
任
）

 

〃 

吉
田　

福
子（
新
任
）

　

吉
野
辺　

根
本
恵
津
子（
再
任
） 

 

〃 

舘
川　

勝
利（
再
任
） 

　

浮　
　

金　

生
天
目
寿
男（
新
任
）

 

〃 

石
井　

克
弘（
新
任
）

　

小
戸
神　

宗
像　

吉
雄（
新
任
）

 

〃 

柏
原
真
奈
美（
新
任
）

　

小
野
山
神　

西
牧　

房
志（
新
任
）

 

〃 

橋
本　

照
美（
新
任
）

　

夏　
　

井　

先
崎　

信
子（
再
任
）

 

〃 

吉
田　

徳
雄（
再
任
）

　

５
月
19
日
、
任
期
満
了
に
伴
い
ス

ポ
ー
ツ
推
進
員
56
名
を
委
嘱
し
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
21
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

委
嘱
状
交
付
後
に
体
育
指
導
委
員

の
指
導
の
も
と
、
今
回
委
嘱
さ
れ
た

ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
に
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
委
員
の
方
々
に
は
、
小
野

町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
町
民
の
皆
さ

ん
へ
の
実
技
指
導
な
ど
で
ご
活
躍
い

た
だ
き
ま
す
。

　

町
民
体
育
館
で
は
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
・
タ
ー
ゲ
ッ

ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
用
具
を
無
料
で
貸
し
出
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

委
員
の
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

（
敬
称
略
）

　

本　
　

町　

新
田　

昭
弘（
再
任
）

 

〃 

須
藤　

昭
雄（
再
任
）

　

横　
　

町　

長
窪　

三
男（
新
任
）

 

〃 

二
瓶　
　

透（
再
任
）

　

仲　
　

町　

加
藤　

勝
彦（
再
任
）

 

〃 

鈴
木　

信
康（
再
任
）

　

反　
　

町　

吉
田　

昌
幸（
新
任
）

 

〃 

草
野　

和
枝（
新
任
）

　

大　
　

八　

先
崎　

吉
伸（
新
任
）

 

〃 

阿
部　

裕
也（
新
任
）

　

荒　
　

町　

佐
藤　

幸
弘（
再
任
）

 

〃 

生
天
目
哲
也（
新
任
）

　

南
田
原
井　

石
井　

一
彦（
新
任
）

 

〃 

向
井
知
代
子（
新
任
）

　

湯　
　

沢　

渡
辺　

忠
雄（
再
任
）

 

〃 

長
久
保
つ
や
子（
新
任
）

　

塩
庭
一
区　

鈴
木　

章
己（
新
任
）

 

〃 

阿
部　

雄
子（
新
任
）

　

塩
庭
二
区　

大
竹　

一
二（
新
任
）

 

〃 

常
恒
佐
由
理（
新
任
）

　

上
羽
出
庭　

吉
田　
　

茂（
新
任
）

 

〃 

吉
田
み
ち
子（
新
任
）

　

和
名
田　

冨
澤　

健
治（
新
任
）

 

〃 

吉
田　

勝
一（
新
任
）

【
提
案
の
内
容
】

　

生
活
情
報
を
含
む
行
政
区
域
境
界
地
図
の
作
成

▽
概
要

　
　

27
行
政
区
の
境
界
を
明
示
し
生
活
情
報
を
掲
載
し
た
地
図
を
作
れ

　

ば
、
町
の
情
報
が
分
か
り
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

▽
具
体
的
な
内
容

　

①
各
行
政
区
の
境
界　
　
　

②
各
行
政
区
の
人
口
・
戸
数

　

③
各
行
政
区
の
危
険
地
帯　

④
各
地
の
工
事
中
の
情
報（
危
険
予
知
）

▽
効
果

　
　

こ
の
よ
う
な
地
図
が
で
き
れ
ば
、
町
民
の
町
を
見
る
意
識
が
変
わ

　

る
と
思
い
ま
す
。

【
対
応
の
内
容
】

　

こ
の
度
は
、
お
の
ま
ち
夢
企
画
へ
ご
提
案
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
提
案
の
よ
う
な
情
報
が
掲
載
さ
れ
た
地
図
は
、
大
変
有
効
だ
と
思

い
ま
す
の
で
ご
提
案
を
採
択
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
配
付
す
る
地
図
を
作
成
す
る
際
な
ど
に
、

組
み
込
み
可
能
な
情
報
か
ら
段
階
的
に
作
成
し
掲
載
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
で
き
る
情
報
に
つ
い
て
は
、

随
時
掲
載
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

貴
重
な
ご
提
案
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
お
の
ま
ち
夢
企
画
」は
、
自
分
自

身
の
描
く
小
野
町
へ
の「
夢
」や「
想

い
」を
自
由
に
提
案
で
き
る
制
度
で

す
。

　

こ
れ
ま
で
も
貴
重
な
企
画
・
提
案

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
提
案
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

　

提
案
を
す
る
際
は
、
必
ず
氏
名
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。
内
容
の
確
認
や

回
答
の
た
め
に
必
要
な
情
報
で
す
。

匿
名
で
の
提
案
は
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
。

　

氏
名
の
ほ
か
に
も
、
住
所
、
年
齢
、

性
別
、
連
絡
先
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は

こ
の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

企
画
商
工
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
９

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
１
ー
１
０
３
７

　

メ
ー
ル

　

kikakusyoukouka@
 

tow
n.ono.fukushim

a.jp

委嘱状交付の様子ニュースポーツ講習会

おのまち夢企画提案のコーナー
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６
月
26
日（
金
）に
献
血
バ
ス
が
来

町
し
、
次
の
日
程
に
よ
り
献
血
を
実

施
し
ま
す
。

　

輸
血
に
必
要
な
血
液
が
不
足
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
献
血

手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
当
日
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

　

児
童
手
当
の
受
給
者
は
、
毎
年
６

月
に
現
況
届
を
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
受
給
者
の
所
得
状
況
や

児
童
の
扶
養
状
態
な
ど
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
現
況
届
を

提
出
し
な
け
れ
ば
、
６
月
以
降
の
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
日
時

　

６
月
23
日（
火
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

　

６
月
24
日（
水
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

●
提
出
場
所

　

役
場
第
一
会
議
室

　
（
役
場
と
な
り
車
庫
２
階
）

●
そ
の
他

　

受
給
者
に
は
個
別
に
通
知
し
て
い

ま
す
。
必
要
書
類
を
確
認
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
４

　中山間地域等直接支払交付金実施要領第12の規定に基づき、当町における制度の実施状況について公表
します。
●中山間地域等直接支払制度とは？
　耕作放棄地の増加等により多面的機能の低下が心配されている中山間地域等において、担い手の育成等
による農業生産の維持を通じて農地を保全し、多面的機能を守っていくために協定を結んだ集落に対して、
国・県・町より直接交付金を交付するものです。
　この制度は平成12年度に始まり、平成17年度に制度の見直しが行われ、将来に向けて積極的な取り組み
を促す制度に改められました。
●主な活動状況　
　各対象集落において、水路・農道等の維持管理、草刈りを共同で実施した他、自立的・継続的な体制づ
くりのため、機械・農作業の共同化、担い手への農地集積、集落営農化に向けた取り組みなども行われて
います。

平成 20 年度中山間地域等直接支払交付金事業の実施状況平成 20 年度中山間地域等直接支払交付金事業の実施状況

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

 

６
月
26
日（
金
）に
献
血
を
実
施
し
ま
す

１号車 受付時間
ＪＡたむら小野支店 10:00～11:00
サントップ小野町工場 12:15～13:30
大塚ポリテック 14:00～15:00
保健福祉センター 15:30～16:30

２号車 受付時間
小野町役場 10:00～11:00
おのタウンコムコム 12:30～15:00
小野高等学校 15:30～16:30

児
童
手
当
の
現
況
届
を
忘
れ
ず
に
!!

●平成20年度の実施状況

番
号 集落名 代表者 協定

参加者
団地
番号 団地名 地目

対象農用地の状況 10a当たり
交付単価
（円）

交付金額
（円）面積

（㎡） こう配

1 吉野辺滝 佐久間茂久 5人 1 滝 田 12,691 １／18 16,800 213,208

2 浮金北ノ内 新田　鉄雄 6人 2 北ノ内 田 16,237 １／17 16,800 272,781

3 浮金越野 宗像　道雄 7人

3 越野－１ 田 17,593 １／15 21,000 369,453

4 越野－２ 田 10,763 １／９ 21,000 226,023

計 ２団地 28,356 595,476

4 塩庭畑ノ作 草野　孝男 4人 5 畑ノ作外 田 15,020 １／15 16,800 252,336

計 ４集落 22人 ５団地 72,304 1,333,801
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介
護
保
険
は
、
介
護
を
必
要
と
す

る
方
が
そ
の
方
の
持
つ
能
力
に
応
じ

て
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

在
宅
支
援
や
施
設
入
所
な
ど
の
必
要

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
制
度

で
す
。

　

特
に
、
在
宅
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は
、
介
護
を
必
要
と
す
る

多
く
の
方
々
が
、
で
き
る
限
り
住
み

慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス
内
容

の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
町
で
は
高
齢
者
や
家
族

の
方
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境

づ
く
り
の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
介
護
予
防
・
生
活
支
援
の
た
め
に

　

で
き
る
限
り
多
く
の
高
齢
者
が
健

康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活
で
き

る
よ
う
、
寝
た
き
り
な
ど
の
介
護
が

必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
の
事

業
で
す
。（
表
１
）

　
「
老
人
憩
い
の
家
た
か
む
ら
荘
」や

「
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
」の
老
人
福

祉
施
設
の
活
用
に
よ
り
、
介
護
予
防

に
役
立
て
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

●
寝
た
き
り
の
方
や
家
族
へ
の
支
援

の
た
め
に

　

健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
に
努
め

て
も
、
加
齢
に
伴
っ
て
援
護
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
は
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

介
護
や
支
援
が
必
要
と
な
り
、
介

護
認
定
を
受
け
た
場
合
に
は
各
種
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

こ
の
他
、
介
護
認
定
を
受
け
在
宅

に
あ
る
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま

す
。（
表
２
）

　

地
区
の
民
生
委
員
を
通
し
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

●
敬
老
の
お
祝
い
と
し
て

　

毎
年
９
月
に
は
、
高
齢
者
の
敬
愛

の
た
め
に
敬
老
会
を
開
催
し
、
そ
の

席
上
で
祝
金
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。 

（
表
３
）

　

90
歳
、
１
０
０
歳
の
節
目
の
年
に

は
長
寿
を
お
祝
い
し
、
敬
祝
金
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。（
表
４
）

　

今
年
の
敬
老
会
の
ご
案
内
は
、
後

日
該
当
す
る
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

●
相
談
窓
口
と
し
て

　

平
成
18
年
４
月
に
設
け
ら
れ
た
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
町
で
、
在

宅
の
高
齢
者
や
家
族
の
方
の
総
合
的

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
２
ー
２
１
２
８

　

健
康
福
祉
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
４

（表１）　介護予防・生活支援のために
事業名 対象者 給付条件 内容等 利用料／助成額

緊急通報システム 65歳以上の
ひとり暮らしの方

町内に子ども等が
居住していない方

緊急対応用の
電話等の貸与

所得の状況により
月額０円から4,410円

高齢者住宅改修助成事業
65歳以上で身体虚弱
のため住宅改修が必
要な高齢者世帯

介護認定の対象と
ならない方

手すりの取り付け
や段差解消等の改
修費の助成

・所得の状況により助成の対象
とならない場合があります。

・改修費の１割の自己負担あり。
助成限度額18万円

お元気クラブ事業 65歳以上 老人クラブ加入者
高齢者相互の交流
と健康づくりを図
ります。

高齢者ニュースポーツ事業 60歳以上 老人クラブ加入者
軽スポーツを通し
て健康づくりを図
ります。

（表２）　ねたきりの方や家族支援のために
事業名 対象者 給付条件 助成等

紙おむつ支給事業 65歳以上、介護認定
で要介護３以上の方

在宅で常時紙おむつ
が必要であること １日１枚

３か月分をまとめて５月、８
月、11月、２月の各月にそれ
ぞれ支給

ねたきり老人等介護者手当

介護認定で要介護４
又は５に該当する65
歳以上のねたきり老
人を常時介護してい
る同居の家族

・介護期間が続けて
１年間以上あり、
この間介護保険
のサービスを受
けていないこと

・住民税が非課税
世帯であること

月額5,000円 １年分を３月末に支給

（表３）　敬老祝金
年齢 祝金額

75歳以上 5,000円

＊祝金額は、平成18年度から75歳以上一律の額
となりました。

（表４）　高齢者敬愛事業の敬祝金
年齢 敬祝金

 90歳 50,000円
100歳 100,000円

＊敬祝金の支給対象は原則として、在宅の方となります。
＊100歳の方の敬祝金は、平成19年度以降平成21年度ま
で毎年見直されました。

ご利用ください！
高齢者の福祉サービス
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福
島
県
で
は
、７
月
１
日
か
ら「
お

も
い
や
り
駐
車
場
利
用
制
度
」が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
車
い
す
使
用
者
用

駐
車
ス
ペ
ー
ス（

マ
ー
ク
が
あ
る

駐
車
場
）の
利
用
適
正
化
を
図
る
た

め
県
が
利
用
証
を
発
行
し
、
利
用
す

る
方
に
は
駐
車
す
る
時
に
利
用
証
の

掲
示
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　

６
月
１
日
か
ら
利
用
証
の
申
請
受

付
を
し
て
い
ま
す
。
交
付
基
準
に
該

当
し
利
用
証
の
交
付
を
希
望
す
る
方

は
、
申
請
書
と
確
認
書
類
を
健
康
福

祉
課
ま
た
は
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
方
法
】

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

確
認
書
類
の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
確
認
書
類
】

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
介
護

保
険
被
保
険
者
証
、
特
定
疾
患
医
療

受
給
者
証
、
母
子
健
康
手
帳
、
診
断

書（
け
が
の
場
合
）

【
利
用
方
法
】

　

駐
車
場
を
利
用
す
る
時
、
車
内
に

利
用
証
を
掲
示
し
ま
す
。

【
利
用
で
き
る
駐
車
場
】

　

こ
の
制
度
に
協
力
し
て
い
る
店
舗

な
ど
の
駐
車
場（
県
内
６
６
０
か
所
）

　
「
お
も
い
や
り
駐
車
場
」の
表
示
が

あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課　
　

　

☎
７
２―

６
９
３
４

　

県
中
保
健
福
祉
事
務
所  　
　
　

　

☎
０
２
４
８―

７
５―

７
８
０
８

　

福
島
県
庁
高
齢
福
祉
課

　

☎
０
２
４―
５
２
１―

７
１
９
７

お
も
い
や
り
駐
車
場
利
用
制
度
が
始
ま
り
ま
す
！

おもいやり駐車場

※
こ
の
制
度
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の「
お
も
い
や
り
」に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
る
も

の
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

おもいやり駐車場利用制度交付基準
区　　分 等　　級

身　

体　

障　

が　

い　

者

視覚障がい ４級以上

聴覚
聴覚障がい 該当なし
平衡機能障がい ５級以上

音声言語機能障がい 該当なし

肢体不自由
上肢 ２級以上
下肢 ６級以上
体幹 ５級以上

脳原
上肢機能 ２級以上
移動機能 ６級以上

心臓機能障がい ４級以上
腎臓機能障がい ４級以上
呼吸器機能障がい ４級以上
膀胱又は直腸機能障がい ４級以上
小腸機能障がい ４級以上
ヒト免疫不全ウイルスに
よる機能障がい ４級以上

知的障がい者 Ａ（最重度・重度）
精神障がい者 １級
高齢者 要支援又は要介護認定者
難病患者 特定疾病医療受給者
妊産婦 妊娠７か月から産後３か月
けが人 車いす、杖等使用期間

総務省統計局　福島県

◆問い合わせ
　福島県企画調整部統計調査課
　☎024ー521ー7147
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元気いっぱい !! 運動会元気いっぱい !! 運動会
　４月から５月にかけて、町内の６つの小学校
で、運動会が開催されました。
　会場には、子ども達の歓声と応援に駆けつけ
た家族の声援が響きわたりました。

夏井第一小学校　５月23日（土）
　練習の成果を十分に発揮した５・６年生による
組体操の演技です。

小野新町小学校　４月29日（水）
　春の暖かな日差しをいっぱい受けて、ゴー
ルを目指して一生懸命走りました。

小戸神小学校　５月23日（土）
　多くの地域の皆さんに見守られ、全校児童10人で
演奏した鼓笛パレードです。

浮金小学校　４月26日（日）
　体育館で行った運動会。参加者全員で「マイム
マイム」を踊りました。

飯豊小学校　５月23日（土）
　児童と地域が協力し、優勝を目指しがんばった
方部対抗玉入れです。

夏井第二小学校　５月23日（土）
　親子対抗玉入れでは、見事に児童チームが
保護者チームに勝ちました。



河川クリーンアップ作戦　７月５日（日）実施！　
　７月５日、今年も県下一斉に河川クリーンアップ作戦が
行われます。
　皆さんのご協力により、空き缶や空きビン、粗大ゴミな
ど年々少なくなっています。
　私達が愛するふるさとの川を美しく、そしてやすらぎの
もてる環境をつくるため、皆さんのご協力をお願いします。
　作業内容など詳細については、後日お知らせします。

◆問い合わせ
　地域整備課　☎７２―６９３６

小野町をもっときれいに！小野町をもっときれいに！
ー小中学生が清掃活動を行いましたーー小中学生が清掃活動を行いましたー

　町内小中学校の児童生徒による道路や河川の清掃
美化活動が行われました。

　５月１日、夏井第一小学校は千本桜周辺で「ク
リーン作戦」を実施しました。
　桜の季節に花見客が残した空き缶などを回収
しました。

　５月７日、小野新町小学校と小野中学校は、合同
で夏井川友の会の皆さんの指導を受けながら、小野
警察署官舎付近から平舘橋までの夏井川の堤防や川
底のゴミを拾いました。

　５月19日、浮金
小学校は高柴山の
山開きに向けて、
気持ちよく登山を
楽しんでもらおう
と、小学校から登
山道までの道路沿
いの清掃活動を行
いました。

　５月22日、浮金中学校
は県道沿いを郡山市方面
と飯豊方面の２班に分か
れてゴミ拾いを実施しま
した。
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改
革
プ
ラ
ン
作
成
の
背
景

　

近
年
、
多
く
の
公
立
病
院
で
は
経

営
状
況
が
悪
化
し
、
医
師
不
足
に
伴

い
診
療
体
制
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
な
ど
、
そ
の
経
営
環
境
や
地
域

へ
の
医
療
提
供
体
制
の
維
持
が
困
難

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
背
景
の
も
と
、
国
は
公

立
病
院
が
今
後
と
も
地
域
に
お
い
て

必
要
な
医
療
を
安
定
的
か
つ
継
続
的

に
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
抜
本
的

な
改
革
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
全

国
の
自
治
体
病
院
に
対
し「
公
立
病

院
改
革
プ
ラ
ン
」の
策
定
を
求
め
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
で
も
、

全
国
の
自
治
体
病
院
と
同
様
に
常
勤

医
師
の
減
少
等
に
よ
り
病
院
収
入
が

落
ち
込
む
な
ど
厳
し
い
経
営
状
況
が

続
き
、
緊
急
に
経
営
改
善
を
図
る
た

め
の
抜
本
的
な
改
革
が
必
要
な
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
安
定
し
た
病
院
経
営

の
継
続
や
質
の
高
い
地
域
医
療
確
保

の
た
め
公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院

改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
必
要
と
す

る
具
体
的
な
病
院
改
革
に
つ
い
て
定

め
、
計
画
的
か
つ
迅
速
に
実
行
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

公
立
病
院
の
役
割
と
今
後
の

あ
る
べ
き
姿

　

本
病
院
が
公
立
病
院
と
し
て
果
た

し
て
い
く
べ
き
役
割
は
、
入
院
機
能

を
生
か
し
、
高
度
・
先
進
医
療
を
担

う
大
規
模
病
院
と
自
宅
ま
た
は
各
種

老
人
福
祉
施
設
等
を
つ
な
ぐ
架
け
橋

的
な
役
割
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
あ
ま
り
な
い
診
療

科
目（
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
小
児
科
、

整
形
外
科
、
透
析
医
療
な
ど
）、
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
市
町
村
等
と

の
連
携
に
よ
る
高
齢
者
福
祉
、
予
防

医
療
の
充
実
で
す
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
各
種
サ
ー
ビ
ス
が

病
院
の
健
全
運
営
の
も
と
提
供
で
き

る
よ
う
、
経
営
の
改
善
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

所
が
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

方
す
べ
て
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

　

届
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
受
け

取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

表
に
記
載
し
て
あ
る
よ
う
な
と

き
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。
忘
れ

ず
に
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

届
出
が
必
要
に
な
っ
た
方
は
、

必
要
な
書
類
を
あ
ら
か
じ
め
市
町

村
や
勤
務
先
な
ど
で
確
認
の
上
、

14
日
以
内
に
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

郡
山
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
２
４
ー
９
３
２
ー
３
４
８
０

　

町
民
生
活
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
３

国国
民民
年年
金金
ココ

－－

ナナ

－－
こ
ん
な
時
に
は
、
こ
ん
な
手
続
を

国民年金加入者の方
こんなとき 届出先 必要なもの

20歳になったとき（※厚生年金・共済組合
の加入者と被扶養配偶者は除く） 市区町村 印かん

厚生年金・共済組合に加入したとき 勤務先 本人・配偶者の年金手帳、印かん

厚生年金・共済組合の加入をやめたとき 市区町村 本人・配偶者の年金手帳、退職
年月日が分かる書類、印かん

配偶者（第２号被保険者）に扶養されなくなったと
き（※離別や死別をしたときや収入が増えたとき） 市区町村 年金手帳、扶養からはずれた

年月日が分かる書類、印かん
住所、氏名が変
わったとき

第１号被保険者 市区町村 年金手帳、印かん
第２号、第３号被保険者 勤務先 勤務先にお問い合わせください

年金手帳がなくなってしまったとき
市区町村
勤務先

社会保険事務所

基礎年金番号が分かる書類、
身分証明書（※本人以外の
方が届ける場合は委任状）

年金を受けている方
こんなとき 提出書類 こんなとき 提出書類

誕生月がきたとき 年金受給権者現況届等※ 年金の受け取り先
を変えるとき

年金受給権者支払
機関変更届

氏名を変えたとき 年金受給権者氏名変
更届

年金を受けている人
が亡くなったとき

年金受給権者死亡
届

住所を変えたとき 年金受給権者住所変
更届

年金証書をなくし
たとき

年金証書再交付申
請書

※次の届の提出が必要な場合以外
3 3

は、原則として「現況届」の提出は不要
3 3

となります。
１．住民基本台帳ネットワークを活用した現況確認が行えない方は、『現況届』
２．加給年金を受けられている場合は『生計維持確認届』
３．障がいの程度の確認のために『診断書』
●提出が必要な届出は、社会保険業務センターから受給者の方々へ送付されます。

安定した病院経営のため
　　病院改革プランを定めました
　　　　　　　　　　　公立小野町地方綜合病院
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改
革
プ
ラ
ン
の
計
画
期
間
と

達
成
状
況
の
評
価

　

改
革
プ
ラ
ン
の
計
画
期
間
は
、
平

成
20
年
度
を
初
年
度
と
し
て
平
成
25

年
度
ま
で
の
６
か
年
と
し
ま
す
。

　

改
革
の
達
成
状
況
は
外
部
有
識
者

を
加
え
て
設
け
る
改
革
プ
ラ
ン
評
価

委
員
会
で
毎
年
点
検
評
価
を
行
い
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
広
報
紙
な
ど
を
通

し
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

主
な
経
営
改
善
計
画

①
経
営
の
効
率
化

　

経
常
収
支
比
率（
毎
年
の
病
院
運

営
経
費（
人
件
費
や
材
料
費
等
費
用
）

に
対
す
る
病
院
収
入
割
合
）
を

１
０
０
％
以
上
に
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
各
種
経
費
や
職
員
人

件
費
の
適
正
化
を
図
り
、
一
方
で
は

診
療
科
目
や
患
者
送
迎
の
充
実
、
診

療
時
間
の
延
長
な
ど
利
用
し
や
す
い

病
院
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

②
民
間
的
経
営
手
法
の
導
入

　

給
食
や
受
付
業
務
、
病
院
内
清
掃

業
務
等
民
間
委
託
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
も
業
務
の
効
率
性
や

採
算
性
な
ど
を
十
分
に
精
査
し
、
外

部
委
託
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
組
織
力
の

向
上
や
職
員
個
々
の
能
力
・
意
欲
を

高
め
る
た
め
、
一
定
の
ル
ー
ル
を
定

め
た
人
事
評
価
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

③
相
談
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　
「
気
軽
に
相
談
で
き
る
」「
相
談
者

が
満
足
で
き
る
」充
実
し
た
相
談
窓

口
と
な
る
よ
う
、
利
用
者
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
応
対
す
る
職

員
の
教
育
、
相
談
環
境
の
整
備
に
努

め
ま
す
。

④
職
員
の
経
営
参
加

　

職
員
一
人
ひ
と
り
が
病
院
経
営
を

意
識
し
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
る
た

め
、
病
院
内
に
接
遇
委
員
会
、
広
報

委
員
会
、
環
境
委
員
会
、
地
域
活
動

委
員
会
、
研
修
委
員
会
を
設
け
、
職

員
資
質
の
向
上
や
地
域
活
動
支
援
、

医
療
情
報
の
提
供
、
病
院
内
外
の
環

境
美
化
整
備
を
行
い
ま
す
。

⑤
医
師
確
保
対
策

　

常
勤
医
師
の
早
期
確
保
を
図
る
た

め
、
福
島
県
立
医
科
大
学
へ
の
派
遣

要
請
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
に

よ
り
医
師
確
保
活
動
を
強
力
に
進
め

ま
す
。

⑥
病
院
事
業
規
模
及
び
経
営
形
態
の

見
直
し

ア
病
院
事
業
規
模

　

近
年
の
入
院
需
要
や
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
の
状
況
等
を
調

査
・
検
証
し
、
適
正
な
入
院
病

床
数
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

イ
経
営
形
態

　

公
立
の
病
院
経
営
は
、
採
算

性
と
併
せ
て
不
採
算
部
門
も
担

う
公
共
性
の
確
保
が
同
時
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
相
反
す
る
経
営
を
両

立
さ
せ
経
営
課
題
に
機
敏
に
対
応
し

て
い
く
た
め
に
は
、
経
営
責
任
を
よ

り
明
確
に
し
、
企
業
的
感
覚
を
取
り

入
れ
た
病
院
経
営
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
予
算
や
人
事
な
ど
の

独
立
し
た
権
限
を
有
す
る
責
任
者
職

を
設
け
る
な
ど
の
体
制
整
備
を
図
る

ほ
か
、
病
院
内
意
思
決
定
を
迅
速
に

行
え
る
よ
う
、
担
当
部
門
の
縮
小
、

整
理
を
行
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院

　

☎
７
２
ー
３
１
８
１

水
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

梅
雨
・
台
風
な
ど
雨
の
多
い
シ
ー

ズ
ン
に
な
る
と
、
河
川
の
水
位
が
上

昇
し
氾
濫（
は
ん
ら
ん
）す
る
危
険
性

が
で
て
き
ま
す
。
ま
た
、
近
年
は
ゲ

リ
ラ
豪
雨
と
も
呼
ば
れ
る
局
地
的
な

集
中
豪
雨
が
多
数
発
生
し
て
お
り
、

河
川
か
ら
離
れ
て
い
て
も
、
住
宅
地

や
地
下
道
な
ど
で
浸
水
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
被
害
が
及
ぶ
危
険
を

少
し
で
も
避
け
る
た
め
、
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

事
前
の
対
策
と
し
て
は
、「
雨
水

ま
す
」が
落
ち
葉
や
砂
な
ど
で
詰
ま

る
と
道
路
冠
水
や
浸
水
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
の
で
、
自
宅
付
近
の

「
雨
水
ま
す
」に
落
葉
や
砂
な
ど
が
た

ま
っ
て
い
た
ら
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

消
防
署
小
野
分
署

　

☎
７
２
ー
２
６
３
０

法
的
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
解

決
は
、
ま
ず
電
話
か
ら
！

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー（
愛
称:

法
テ
ラ
ス
）は
、
国
が
設
立
し
た
公

的
な
法
人
で
す
。

　

多
重
債
務
・
離
婚
・
相
続
・
土
地
・

労
働
問
題
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
法
的
ト

ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
お
困
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
最
適

な
法
制
度
や
相
談
窓
口
の
情
報
を
無

料
で
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
資
力
の
乏
し
い
方
を
対
象

と
し
た
無
料
法
律
相
談
や
裁
判
費

用
・
弁
護
士
報
酬
の
立
て
替
え
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
ー
０
７
８
ー
３
７
４

●
相
談
時
間

　

平　

日　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

　

土
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
問
い
合
わ
せ

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー（
法
テ

ラ
ス
）福
島
地
方
事
務
所

　

☎
０
５
０
ー
３
３
８
３
ー
５
５
４
０
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国
有
林
か
ら
の
お
願
い

　

行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
国
有
林

を
訪
れ
る
方
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
安
全
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

①
動
植
物
の
保
護
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

②
樹
木
を
傷
つ
け
た
り
採
取
し
た
り

す
る
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
歩
道
や
広
場
等
の
区
域
外
や
立
入

制
限
の
表
示
が
あ
る
場
所
に
は
、

立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

④
休
憩
な
ど
で
立
ち
止
ま
る
場
合
は
、

落
石
の
危
険
や
落
下
す
る
枝
が

な
い
か
安
全
な
場
所
で
あ
る
こ

と
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

⑤
登
山
は
自
己
責
任
が
原
則
で
す
。

　

天
候
や
登
山
情
報
を
確
認
し
、
十

分
な
装
備
で
登
山
計
画
を
家
庭

や
登
山
地
域
の
警
察
本
部
等
に

提
出
の
上
、
入
山
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
悪
天
候
の
と
き
は
、
入
山
を
控
え

て
く
だ
さ
い
。

⑦
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

⑧
タ
バ
コ
な
ど
の
火
の
始
末
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

福
島
森
林
管
理
署

　

☎
０
２
４
ー
５
３
５
ー
０
１
２
１

河
川
の
急
な
増
水
に
注
意
を
！

　

７
月
１
日
か
ら
７
日
は
河
川
水
難

事
故
防
止
週
間
で
す
。
今
い
る
場
所

で
雨
が
降
っ
て
い
な
く
て
も
、
上
流

で
雨
が
降
り
、
川
の
水
が
急
激
に
増

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
河
川
に
近

づ
く
際
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
土
木
部
河
川
整
備
課

　

☎
０
２
４
ー
５
２
１
ー
７
８
９
４

放
送
大
学
10
月
入
学
生

 

募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
21
年
度
第
２

学
期（
10
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
中

で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
放
送
大
学
福
島

学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

出
願
期
間
は
８
月
31
日
ま
で
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
郡
山
女
子
大
学
内
）

　

☎
０
２
４―

９
２
１―

７
４
７
１

　

私
は
、
囲
碁
を
趣
味
と
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
理
由
の
一
つ
目
は
、
対
局

に
当
た
っ
て
中
長
期
的
構
想
を
描

き
、
一
手
が
そ
の
中
で
ど
の
よ
う

な
意
味
を
持
つ
か
を
考
え
な
が
ら

打
つ
。
打
ち
進
め
る
う
ち
に
、
仕

事
の
こ
と
も
雑
念
も
念
頭
か
ら
消

え
る
か
ら
で
す
。

　

対
局
後
し
ば
ら
く
し
て
、
仕
事

上
の
難
問
に
解
決
の
道
筋
が
見
え

た
り
、
新
し
い
発
想
が
生
ま
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

頭
が
一
時
別
の
働
き
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
よ
み
が
え
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
人
と
の
交
流
の
輪

の
広
が
り
で
す
。

　

地
元
の
囲
碁
同
好
会
や
日
本
棋

院
の
催
し
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
専
門
棋
士
や
作
家
、

政
治
家
、
自
営
業
を
営
む
人
々
と

知
り
合
い
、
異
な
る
分
野
の
お
話

を
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

長
年
日
本
棋
院
に
出
入
り
し
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
名
人
位
な
ど
タ

イ
ト
ル
獲
得
者
か
ら
、
署
名
入
り

の
著
書
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

町
当
局
の
ご
配
慮
に
よ
り
、
こ

の
う
ち
十
数
冊
を
図
書
館
に
寄
贈

し
ま
し
た
。

　

一
芸
に
秀
で
た
方
の
署
名
だ
け

に
見
事
な
も
の
で
す
。
関
心
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
手
に
と
っ
て
見
て

く
だ
さ
い
。
ご
活
用
い
た
だ
け
れ

ば
何
よ
り
で
す
。

　

囲
碁
は
、
記
憶
力
、
理
解
力
や

創
造
性
な
ど
を
向
上
さ
せ
る
右
脳

を
使
う
ゲ
ー
ム
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

加
え
て
、
礼
に
始
ま
り
礼
に
終

わ
る
礼
儀
作
法
を
守
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
理
由
も
あ
っ

て
か
、
近
年
の
囲
碁
の
普
及
は
目

覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
の
一
つ
に
囲
碁
を

取
り
入
れ
て
い
る
小
・
中
・
高
校

が
か
な
り
増
え
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

し
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

平
成
20
年
度
全
国
高
校
囲
碁
選

手
権
大
会
女
子
団
体
戦
で
の
松
韻

学
院
福
島
高
校
の
優
勝
も
そ
の
一

例
で
し
ょ
う
。

　

趣
味
を
多
く
持
つ
ほ
ど
豊
か
な

人
生
を
送
れ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

囲
碁
は
一
見
難
し
そ
う
に
み
え
ま

す
が
、
ル
ー
ル
は
将
棋
よ
り
も
簡

単
で
す
。

　

私
は
中
学
生
の
時
、
復
員
し
た

兄
に
囲
碁
の
ル
ー
ル
を
教
え
て
も

ら
い
、
上
京
後
、
職
場
の
皆
さ
ん

の
打
つ
碁
を
見
て
覚
え
、
趣
味
の

一
つ
に
加
え
ま
し
た
。
覚
え
て
み

る
と
、
な
か
な
か
楽
し
い
も
の
で

す
。

●
囲
碁
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
ご

一
報
く
だ
さ
い
。
何
か
お
役

に
立
て
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

〒
２
２
４
ー
０
０
５
７

　

横
浜
市
都
築
区
川
和
町

 

２
１
５
４
ー
９

　

携
帯
電
話

　

０
９
０
ー
１
４
５
８
ー
５
７
１
５

ふ
る
さ
と
小
野
町
会

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

趣　

味

先
﨑　

丞

（
飯
豊
出
身
・
神
奈
川
県
支
部
）
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❖❖❖❖❖❖　ふるさと文化の館情報　❖❖❖❖❖❖

◆問い合わせ　ふるさと文化の館　☎７２－２１２０

○郷土資料館 ――――――――――――――――――――――――――――

◇福島県立博物館移動展　「郷土の仕事着展」
【開催日】
　６月13日(土) ～６月28日(日)
　午前９時～午後５時
　＊入場無料　　　　

　仕事着は、先人たちの知恵や工夫を今に伝えてく
れる貴重な資料です。
　今回の展示では、福島県立博物館で収蔵している
福島県内の仕事着や、それに関連した郷土の資料を
ご紹介します。ぜひご覧ください。

◇仕事着を楽しもう！「糸つむぎ体験」

福島県立博物館の学芸員による展示資料の説明と「糸つむぎ」を体験できる講座を開催します。
大人から子どもまで、どなたでも楽しんでいただける講座です。
参加費はかかりませんが、ご希望の方は事前に文化の館までお申し込みください。
皆さんの参加をお待ちしています。

【開催日】６月20日(土)
　　　　午後１時30分～ (約２時間）

○図書館 ――――――――――――――――――――――――――――――
◇こどもの日お楽しみ会

　５月３日、「こどもの日お楽しみ会」を行い
ました。
　当日は「端午の節句」の由来を聞いたあと、工
作に挑戦。壁にかけられるこいのぼりを作り
ました。作品が出来上がると、子ども達は嬉
しそうな顔をしていました。

　２か月に１回、各小学校をステーションにし
て移動図書館を行っています。小学生のお子さ
んたちと一緒に、地域の方もご利用いただけま
す。利用の際には費用はかかりません。
　また、カードをお持ちでない方には、その場
で発行いたします。
　日程については行事予定表をご覧ください。
　皆さんのご利用をお待ちしています。

◇移動図書館をご利用ください！

夏井第一小学校での様子

サシコジバン（南会津町）　復元
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家
屋
を
新(

増
・
改)

築

 
に
よ
り
取
得
し
た
方
へ

　

土
地
や
家
屋
を
取
得
す
る
と
、
そ

の
取
得
ご
と
に
一
度
だ
け
県
の
不
動

産
取
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

税
額
は
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標

準
額
の
３
％（
た
だ
し
、
住
宅
以
外

の
家
屋
の
取
得
に
つ
い
て
は
４
％
）

に
な
り
ま
す
。
な
お
、
次
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
場
合
に
は
取
得
し
た

旨
を
申
告
し
、
減
額
申
請
の
手
続
を

行
う
こ
と
に
よ
り
軽
減
措
置
の
適
用

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１　

特
例
適
用
住
宅
の
軽
減

⑴
新
築
住
宅

【
要
件
】

　

延
べ
床
面
積
50
㎡（
貸
家
用
共
同

住
宅
に
つ
い
て
は
１
区
画
40
㎡
）以

上
２
４
０
㎡
以
下
で
あ
る
こ
と
。

【
特
例
控
除
額
】

　

価
格(

注)

か
ら
１
，
２
０
０
万
円

が
控
除
さ
れ
ま
す
。

⑵
中
古
住
宅

【
要
件
】

　

次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
。

①
個
人
で
あ
る
取
得
者
自
ら
が
居
住

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
延
べ
床
面
積
が
50
㎡
以
上
２
４
０

㎡
以
下
で
あ
る
こ
と
。

③
新
築
後
20
年（
一
定
の
耐
火
構
造

の
も
の
は
25
年
）以
内
で
あ
る
こ

と
。
平
成
17
年
４
月
１
日
以
降

の
取
得
に
つ
い
て
は
、
当
該
年

数
を
経
過
し
て
い
て
も
新
耐
震

基
準
に
適
合
す
る
旨
の
証
明
が

な
さ
れ
て
い
る
住
宅
を
取
得
し

た
こ
と
。（
昭
和
57
年
１
月
１
日

以
降
建
築
に
つ
い
て
は
適
合
す

る
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。）

【
特
例
控
除
額
】

　

新
築
年
月
日
に
よ
り
価
格(

注)

か

ら
の
控
除
額
が
異
な
り
ま
す
。

▽
新
築
年
月
日（
控
除
額
）

　

Ｈ
９
．
４
．
１
以
降

　
　
　
　
　
　
（
１
，
２
０
０
万
円
）

　

Ｈ
元
．
４
．
１
〜
Ｈ
９
．
３
．
31

　
　
　
　
　
　
（
１
，
０
０
０
万
円
）

　

Ｓ
60
．
７
．
１
〜
Ｈ
元
．
３
．
31

　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
５
０
万
円
）

　

Ｓ
56
．
７
．
１
〜
Ｓ
60
．
６
．
30

　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
２
０
万
円
）

　

Ｓ
51
．
１
．
１
〜
Ｓ
56
．
６
．
30

　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
５
０
万
円
）

　

Ｓ
48
．
１
．
１
〜
Ｓ
50
．
12
．
31

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
０
万
円
）

　

Ｓ
47
．
12
．
31
以
前（
１
５
０
万
円
）

（
注
）「
価
格
」と
は
、
新
築
住
宅
で
は「
固

定
資
産
評
価
基
準
」に
よ
り
算
定
し

た
価
格
で
、
中
古
住
宅
で
は
取
得
時

の
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
登
録
価
格

で
す
。

２　

特
例
適
用
住
宅
用
土
地
の
軽
減

⑴
新
築
住
宅
用
土
地

【
要
件
】

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る

こ
と
。

①
土
地
を
取
得
し
た
日
か
ら
３
年
以

内
に
そ
の
土
地
の
上
に
住
宅
が

新
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
土
地
の
取
得
前
１
年
以
内
に
そ
の

土
地
の
上
に
、
土
地
の
取
得
者

が
住
宅
を
新
築
し
て
い
る
こ
と
。

⑵
新
築
未
使
用(

建
売)

住
宅
用
土
地

【
要
件
】

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る

こ
と
。

①
土
地
の
取
得
者
が
、
土
地
の
取
得

か
ら
１
年
以
内
又
は
取
得
前
１

年
以
内
に
、
自
ら
居
住
す
る
新

築
未
使
用
住
宅（
平
成
10
年
４
月

１
日
以
降
新
築
の
住
宅
）を
取
得

し
て
い
る
こ
と
。

②
新
築
後
１
年
以
内（
平
成
11
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
16
年
３
月
31

日
ま
で
の
土
地
の
取
得
は
２
年

以
内
）に
新
築
未
使
用
住
宅
と
土

地
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
。

⑶
中
古
住
宅
用
土
地

【
要
件
】

　

土
地
の
取
得
者
が
、
土
地
の
取
得

か
ら
１
年
以
内
又
は
取
得
前
１
年
以

内
に
、
自
ら
居
住
す
る
住
宅
を
取
得

し
て
い
る
こ
と
。

⑷
税
額
か
ら
減
額
さ
れ
る
額　

　

次
の
い
ず
れ
か
多
い
ほ
う
の
額

①
４
５
，
０
０
０
円

②
１
㎡
当
た
り
の
土
地
価
格
×
住
宅

の
延
べ
床
面
積
の
２
倍
×
３
％

（
２
０
０
㎡
が
限
度
）

※
宅
地
評
価
土
地
の
場
合
、
そ
の
価

格
に
２
分
の
１
を
乗
じ
た
後
の

１
㎡
当
た
り
の
価
格

◆
問
い
合
わ
せ

　

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

　

☎
０
２
４
ー
９
３
５
ー
１
２
５
４

休日当番のお医者さん
月　　日 当　番　医 所　在　地 電話番号

６月21日（日） 大久保クリニック 田村市（船引町） ８２ー２５５５

　　28日（日） 南東北病院付属大越診療所 田村市（大越町） ７９ー２１２１

７月５日（日） 奥秋医院 田村市（船引町） ８６ー２０３４

　　12日（日） 公立小野町地方綜合病院 小 野 町 ７２ー３１８１

　　19日（日） かとうの内科クリニック 田村市（船引町） ８１ー１３８８

　　20日（祝） さいとう医院 小 野 町 ７２ー２５００

　　26日（日） 島貫整形外科 小 野 町 ７２ー２７２２

＊電話確認の上、受診してください。
＊詳しい情報は、「福島県救急医療情報システム」の「休日当番医検索」をご覧ください。
　http://www.ftmis.pref.fukushima.jp
＊こども救急電話相談　毎日19時～翌朝８時　☎０２４－５２１－３７９０
＊詳しい情報は、「こどもの救急についてのホームページ」をご覧ください。
　http://www.pref.fukushima.jp/imu/kodomokyuukyuu/kodomokyuukyuu.htm
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◆問い合わせ
　地域整備課　☎７２－６９３６

　４月に実施した水質検査の結果は
次のとおりです。

平成21年度文化庁
「舞台芸術の魅力発見事業」
ー劇団ふるさときゃらばん公演ー

　桃から生まれた桃太郎。やがて桃
太郎も大きく育ち、村長の娘アカネ
に恋をしていました。ところが、鬼の
たたりを鎮めるためにアカネが雲た
か山の鬼に生けにえとして差し出さ
れることになってしまったのです。
　アカネを助け出すため、鬼の住む
雲たか山へと出かけていく桃太郎と
仲間たち。
　そこで出会った鬼たちとは…！

【日 時】７月18日(土)
　　　　会場18：00(開演18：30)
【場　所】田村市文化センター
【入場料】
大人(高校生以上)　　　3,000円
子ども(5歳～中学生)　 2,000円

　※当日は各500円増し。
　※5歳未満のお子さんは入場でき
ません。

【主　催】
　田村ふるさと実行委員会・文化庁
【その他】
　入場券は、劇団ふるさときゃらば
んへお申し込みください。田村市文
化センター、劇団ホームページから
も購入できます。

◆問い合わせ・申し込み
　劇団ふるさときゃらばん
　☎０１２０－０５７－７６１
　　（平日10：00～18：00）

上水道水の
水質検査結果について

試験項目 水質基準 試験結果
一般細菌 100CFU/ml以下 0CFU/ml
大腸菌 検出されないこと 検出せず
塩化物イオン 200mg/l以下 7.8mg/l
有機物（TOC） 3mg/l以下 2.5 mg/l
pH値 5.8～8.6 7.1
味 異常でないこと 異常なし
臭気 異常でないこと 異常なし
色度 5度以下 <1度
濁度 2度以下 <0.1度

行事カレンダー（６月16日～７月15日）
月　　日 行　　　　事　　　　名

６
月

16日（火）あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター

17日（水）１歳６か月児健診（受付 13：30～13：15）母子健康センター窓口業務延長（19：00まで）
18日（木）
19日（金）

20日（土）あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター民俗講座　『糸つむぎ体験』（13：30～15：30）ふるさと文化の館

21日（日）
●父の日
日影山ふれあい登山
休日窓口業務実施日（8：30～17：30）
９か月児健診（受付 13：00～14：00）柏原クリニック

22日（月）

23日（火）あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター２歳児歯科健診（受付 13：00～13：15）母子健康センター
24日（水）窓口業務延長（19：00まで）
25日（木）

26日（金）献血ヘルスアップ運動教室（13：30～15：30）多目的研修集会施設

27日（土）あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センタースケッチサークル（13：00～15：00）ふるさと文化の館
28日（日）
29日（月）

30日（火）ふるさと文化の館図書館館内整理日休館あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター

７
月

２日（木）人権相談所開設（10：00～15：00）母子健康センター少年の主張作文コンクール
３日（金）育児教室（受付 10：00～10：15）母子健康センター
４日（土）あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター
５日（日）河川クリーンアップ作戦
６日（月）

７日（火）
あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター
おやつ教室（受付 10：00～10：15）保健福祉センター
小戸神小学校移動図書館（13：00～13：30）

８日（水）飯豊小学校移動図書館（12：50～13：20）窓口業務延長（19：00まで）

９日（木）
こころの相談室(10：00～12：00)母子健康センター
ちびっこおはなし会（10：30～11：00）ふるさと文化の館
浮金小学校移動図書館（13：00～13：30）

10日（金）ヘルスアップ運動教室（13：30～15：30）多目的研修集会施設

11日（土）あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター布絵本サークル（13：00～15：00）ふるさと文化の館

12日（日）９か月児健診（受付 13：00～14：00）柏原クリニック生涯学習振興事業講演会
13日（月）少年水泳教室（～17日）

14日（火）あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター夏井第一小学校移動図書館(13：20～13：45)

15日（水）
●シルバー交通安全の日
３か月児健診・BCG接種（受付 13：00～13：30）公立小野町地方綜合病院
夏井第二小学校移動図書館（12：50～13：20）
窓口業務延長（19：00まで）



す
て
き
な

絵
本
を
あ
り
が
と
う
！

　

５
月
13
日
、
教
育
長
室
に
お
い
て「
石
塚
幼

児
文
庫
」の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
石
塚
医
院（
石
塚
尋
朗
院
長
）よ
り
、

「
心
も
身
体
も
す
く
す
く
伸
び
て
、
未
来
を
担

う
子
ど
も
達
の
豊
か
な
感
性
を
育
て
る
た
め

に
」と
、
毎
年
、
町
内
の
全
幼
児
施
設
に
絵
本

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
59
冊
の
絵
本
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
園
児
た
ち
は
読
み
聞
か
せ
の
時
間
を
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
お
り
、
ま
た
、
自
分
で
絵
本

を
選
ぶ
楽
し
さ
も
味
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
度
の
ご
好
意
に
対
し
、
紙
上
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

石塚ミフユプランナー（左）、石塚尋朗院長（左から２番目）

仲良く絵本を読む子ども達（夏井おおすぎ保育園）

帰る前のお楽しみ♪（浮金つつじ児童園）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

※この欄は、プライバシー保護のため、届出の際
に同意を得た方を記載しています。

氏　　名 年　齢 行政区

二　瓶　シ　マ 73 飯豊中

（３月届出分）

石　井　ノブヨ 86 浮　金

郡　司　　　久 52 小野山神

吉　田　安　孝 72 小野山神

松　本　イクヨ 91 塩庭一区

吉　田　清　勝 94 和名田

（４月届出分）

おくやみ申し上げますおくやみ申し上げます

お誕生おめでとうお誕生おめでとう
氏　　名 父・母 行政区

遠藤凛汰朗（りんたろう） 貴博・治子 荒　町

松本　　郁（かおる） 剛 ・ 操 谷津作

吉田　晴彦（はるひこ） 明広・峰子 谷津作

村上　隼汰（しゅんた） 哲也・望美 皮籠石

草野　里奈（りな） 正寿・百合恵 塩庭一区

（４月届出分）

平成２１年５月１日現在
　人　口 11,488人（△８）　
　　男 5,566人（△２）　
　　女 5,922人（△６）　
　世帯数 3,750世帯（４）　
 （　）内は前月との増減　
 福島県現住人口調査結果から　

町の人口町の人口

税　目 期別 納期限

町 県 民 税 １期 ６月30日（火）

●納め忘れのないように、ご確認く
ださい。
●納期内納入にご協力をお願いします。

町税等納期のご案内

この印刷物は、FSCの基準に
従って認証された適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
で印刷されています。

※記事については、常用漢字・人名用漢字で記載しております。

　

も
う
す
ぐ「
父
の
日
」で
す
。

　

母
の
日
と
い
う
と
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
。
で
は
父
の
日
は
？
と
思
い
、
調

べ
て
み
ま
し
た
。

　

南
北
戦
争
後
、
男
手
ひ
と
つ
で
６

人
の
子
ど
も
を
育
て
た
ド
ッ
ト
夫
人

の
父
。
そ
ん
な
父
に
感
謝
し
よ
う
と

開
い
た
パ
ー
テ
ィ
ー
が
き
っ
か
け
で
、

父
の
日
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
６
月
は
ド
ッ
ト
夫
人
の
父
の
誕

生
月
で
、
亡
き
父
の
墓
前
に
供
え
た

白
い
バ
ラ
が
父
の
日
の
シ
ン
ボ
ル
フ

ラ
ワ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
黄
色
が
父
の
日
の
イ

メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

黄
色
の
バ
ラ
を
贈
る
人
も
い
る
そ
う

で
す
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
良
い
で
す
が
、
や

は
り
一
番
は
、
日
頃
の
感
謝
と
尊
敬

の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
で
す
よ
ね
。

 

（
美
）

あ　

と　

が　

き


